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総 会 次 第 
 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

 

３ 来賓祝辞 

 

４ 議長選出 

 

５ 議  事 
  報告第１号 平成 26 年度事業報告について 

 

  認定第１号 平成 26 年度収入支出決算並びに特別会計収入

支出決算について 

 

  議案第１号 会費に関する規程について 

 

  議案第２号 平成 27 年度事業計画(案)について 

 

  議案第３号 平成 27 年度収入支出予算(案)並びに特別会計収入

支出予算(案)について 

 

議案第４号 役員の改選について 

 

 

６ そ の 他 

 

７ 閉  会 



報告第 1号 平成 26 年度事業報告について 

 

１．概況 

 

平成 26 年度は、職員を採用し、独立化の第一歩を歩み始めました。 

 

基本計画に沿い、職員の採用、事務所の移転、前事務局からの引継ぎを行うと共に、観光

物産事業の基本３要素である「目玉となる魅力」「魅力を売るための場」「魅力の発信」を中

心に事業推進を行いました。 

計画外の事業といたしましては、3 月に行われた第 3回国連防災世界会議において、名取

駅と閖上間のシャトルバスを運行すると共に、パブリックフォーラムの一つである「アジア

レジリエンスフォーラム in 名取」をイオンモール名取に誘致し、防災、減災、宮城県南地

区における観光への情報通信技術（ICT）の活用について議論頂きました。 

宮城県農業高等学校の生徒が観光庁主催「観光甲子園グランプリ」受賞をきっかけにして、

当協会が関係企業、団体への働きかけと情報の収集を行い、拡張現実（AR）グラスを利用し

た実証ソフトの開発に一役買いました。本ソフトを利用し、河北新報主催「今できることプ

ロジェクト」（2/28）、「アジアレジリエンスフォーラム」（3/15）の参加者に対し高校生が、

語り部となり閖上の AR 被災地ツアーを実施しました。 

また、名取市が平成 27 年度に行うふるさと寄附に伴う特産物取扱事業について、検討を

重ねてきました。 

 

尚、平成 26 年度実施した事業概要は以下のとおりです。 

 

２．名取市観光物産協会本体 事業報告 

 

主な事業 実施結果 

社員総会、理事会、部会長会の開催 平成 26 年 15 月 20 日（火）第 1回部会長会 

平成 26 年 15 月 27 日（火）第 1回理事会 

平成 26 年 16 月 24 日（火）社員総会 

平成 26 年 17 月 28 日（月）第 2回部会長会 

平成 26 年 17 月 28 日（月）第 2回理事会 

平成 26 年 10 月 23 日（木）第 3回部会長会 

平成 26 年 10 月 28 日（火）第 3回理事会 

平成 26 年 12 月 19 日（金）第 4回部会長会 

平成 27 年 11 月 19 日（金）第 4回理事会 

平成 27 年 13 月 14 日（水）第 5回部会長会 

平成 27 年 13 月 16 日（月）第 6回部会長会 

平成 27 年  3 月 23 日（月）第 5回理事会 



協会職員の採用、事務所の移転事業 協会職員の採用 

・6/1 付 事務局長 

・8/18 付 職員 1名（震災雇用枠） 

・10/1 付 パート職 1名（震災雇用枠） 

事務所移転 

・6月 26 日名取市商工会館１階に移転しました。 

春・夏・秋まつりへの後援・協力業務 春・夏・秋まつりへの後援・協力業務を実施しまし

た。 

新規イベントの取組み ・11/3 秋まつりへ出展しました。 

・11/14 Facebook ページの運用を開始しました。 

・11/15 と 3/21JR 小さな旅との協業を行いました。 

・11/29-30 仙南ブランドへ出展しました。 

イベント助成事業 以下の負担金、助成金を交付しました。 

・春、夏、秋まつり負担金 

・クールボジヤメロンワイン協議会負担金 

・藤原実方墓前献詠会負担金 

・方言を語り残そう会助成金 

姉妹都市・空路都市等への観光物産 PR

事業 

7 月スカイ・ビア（千歳）に参加し、物販と千歳市

観光連盟と意見交換を行いました。 

2 月に新宮市へ訪問し、市長表敬訪問と新宮市観光

協会と意見交換を行いました。 

名取市ふるさと寄附金特産物取扱事業 ふるさと寄附金特産物取扱業務の受託に向けて 

検討しました。 



３．総務部会 事業報告 

主な事業 実施結果 

協会独立化事業 
・協会職員の採用、事務所の移転 

 ・規則等の見直しや必要な規則の整備 

【協会職員の採用】 
職員合計３名の採用と名取市商工会館一階へ事

務所を移転しました。 
【規程関係】 
 規定の見直しを行いました。 

  

組織強化事業 
 ・会員獲得 
 ・他の部会に属さない業務の推進 

【会員獲得】 

  
２５年度末 

会員数 

26 年度内 

入退会 
26 年度末 

会員数 
入会 退会 

法人 119 16 6 129 

個人 128 1 14 115 

賛助 0 5 0 5 

合計 247 22 20 249 

 
【理事改選】 

理事改選に向けて準備を進めました。 

  
 

 

 

４．つばさ部会 事業報告 

主な事業 実施結果 

第２９回名取市民のつばさ事業 小島団長以下 21 名+事務局 1名により 

12 月 4 日（木）～7日（日）台湾を訪問しました。 

県外からの集客事業 7/30:東北教育旅行セミナーに参加しました。 

8/21：宮城県教育旅行招へい事業に参加しました。 

12/4：宮城県・東北観光推進機構主催「宮城県・仙

台」教育旅行・体験学習に参加しました。 

 

 

 

 

 

 



５．観光物産部会 事業報告 

主な事業 実施結果 

【目玉となる魅力】 

ご当地商品開発事業 

 

 

 

11 月 11 日最終審査会を行い、２商品を決定しました。 

・名取のうまいもん せり鍋セット 有限会社まるしげ 

・ほやと名取のせりキムチ 有限会社マルタ水産 

＊カーナくんカップケーキは、奨励賞としました。 

【魅力の発信】 

ホームページ改修事業 

2 月 27 日リニューアルしました。「ぷらっとなとり」 

http://www.kankou.natori.miyagi.jp/ 

色々なコンテンツやイベント情報が発信でき、お客様

が検索しやすくなりました。 

【11 月以降の情報発信数】 

ホームページの更新回数   33 回 

Facebook ページの更新回数  31 回 

【魅力を売るための場】 

仙台空港物販事業 

仙台空港ビルとの共催で 10 月 4 日～5日の 2日間に 

「うまいもん名取 2014 秋 in 仙台空港」を開催しまし

た。 

・集客数 2,500 人/2 日間 

・嵐基金 813,179 円の助成金を受けました。 

新規事業への取組み 

 ・ＡＲグラスの開発協力 

 ・国連防災世界会議関連 

 ・閖上震災を伝える会との 

連携 

宮城県農業高校の観光甲子園グランプリ受賞を機会に 

AR（拡張現実）観光試作ソフトの開発協力を進めました。 

・河北新報主催の「今できることプロジェクト」（2/28） 

・「アジアレジリエンスフォーラム in 名取」（3/15）に 

於いて、AR 被災地観光を体験頂きました。 

また、国連防災世界会議期間中、名取駅-閖上間のシャ

トルバスを運行（3/13～3/19）しました。 

閖上震災を伝える会との連携を始めました。 

・10/4,5 名取市観光物産展にて震災ガイドを実施しま

した 

・3/13～19 国連防災世界会議期間中に閖上視察 

ツアーを実施しました。 

その他 10 月に被災地マップを改版しました。 

2 月に観光パンフレットを改版しました。ぷらっとなとり 

 3 月に上記 2部の英語版を作成しました。 

なとりむかしばなし 

名取方言かるた 

名取ざっと昔（一） 
名取ざっと昔（二）のグッズ販売を始めました。 



６．復興部会 事業報告 

主な事業 実施結果 

桜里親事業 桜里親寄付状況 3 月末現在 

375 口（1口 50,000 円） 

121 口（1口  1,000 円） 

 県の貞山堀桜事業が平成 26 年 3 月に発表され、桜品種が  

 異なっていた。貞山堀植樹には調整が必要であった為に 

平成 26 年度の募集は消極的な活動となった。 

復興桜の植樹 

平成 26 年 10 月～平成 27 年 9 月に予定していました

が復興事業の遅れから大幅に時期が遅れる見込です。 

宮城県桜植樹ボランティアに登録しました。 

 平成 27 年 3 月 21 日に第 1回目の植樹式（仙台港多 

賀城地区）に参加しました。 

三井物産環境基金の活用 

 上記により 2年半の延期申請を行いましたが、平成

27 年 10 月からの半年毎との回答を受けました。 

復興桜苗木の育成と管理 

 平成 24 年度の最初の苗木は、鉢植え、閖上佐々直 

工場跡地に試験植樹、熊野堂農家、残りは下増田の 

農家の畑に仮植樹。 

 平成 26 年度春に枝接ぎの苗木は管理中。 

 平成 26 年生産苗木（日本花の会） 200 本 

  74 本 愛島健全育成会 １２月植樹済 

  60 本 市内農家にて地植え 

  ６本 不二が丘小学校 3 月 4 日植樹（地植え） 

  20 本 閖上中学校４月以降植樹（暫定鉢植え） 

 その他名取市内各小中学校、個人宅にて鉢植え管理 

ポロシャツ・Ｔシャツ販売 

 平成 25 年度末在庫 502 枚。 

 平成 26 年度 製作：Tシャツ    240 枚 

                ポロシャツ 180 枚 

               販売：306 枚、 在庫：616 枚 

復興桜ロゴマーク決定 

 4 月 12 日なとり春まつりにて決定しました。 

 （応募 497 作品から 2点）  



 



認定第１号　平成２６年度収入支出決算並びに特別会計収入支出決算について　

Ⅰ　一般会計

１　収入の部
決算額 比較

① 補助金増額分 委託料 既存補助金等 ② ②－①

１．会費 764,000 764,000 757,000 ▲ 7,000

正会員（企業・団体）

484,000 512,000 　＠4,000円×128団体＝ 512,000

正会員（個人）

270,000 232,000 　＠2,000円×116名＝ 232,000

賛助会員

10,000 1,000 　＠1,000円×1団体＝ 1,000

12,000 　＠4,000円×3団体＝ 12,000

２．事業収入 200,000 200,000 375,478 175,478

３．補助金 10,900,000 7,000,000 3,900,000 10,950,000 50,000

　　（１）既存分 3,900,000 3,900,000 0 名取市補助金

　　（２）独立分 7,000,000 7,000,000 0 名取市補助金

　　（３）千歳観光連盟 50,000 50,000 スカイ・ビア招待費

４．助成金 3,813,179 3,813,179

　　（１）嵐基金 813,179 813,179 仙台空港物産展

　　（２）西松建設 3,000,000 3,000,000 国連防災会議関連事業

５．委託料 8,142,000 8,142,000 6,231,000 ▲ 1,911,000

8,142,000 6,231,000 ▲ 1,911,000

６．寄付金 50,000 50,000 203,154 153,154 なとりベンダー・みやぎベジフル

７．繰越金 6,304,170 6,304,170 6,304,170 0

８．雑収入 830 830 37,563 36,733

合計 26,361,000 7,000,000 8,142,000 11,219,000 28,671,544 2,310,544

収入科目

本年度予算額

内　　容財源内訳

名刺台紙、カーナくんピンバッジ、名取むかし
ばなし売上等

名取市からの事業受託料



Ⅱ　平成２６年度　海水浴場特別会計

１　収入の部
（単位：円）

予算額 決算額 比較
① ② ②－①

１．助成金 0 0 0

２．売店設置負担金 0 0 0

３．事業収益金 0 0 0

４．繰越金 3,060,014 3,060,014 0
前年度繰越金

５．雑収入 986 488 ▲ 498
預金利子

６．繰入金 0 0 0

合計 3,061,000 3,060,502 ▲ 498

２　支出の部
（単位：円）

予算額 決算額 比較
① ② ②－①

１．海水浴場管理費 0 0 0
（１）需用費 0 0 0
（２）広告宣伝費 0 0 0
（３）海底調査費 0 0 0
（４）救難・監視用具費 0 0 0
（５）監視業務費 0 0 0
（６）環境整備費 0 0 0

２．駐車場管理費 0 0 0

３．繰出金 0 0 0

４．積立金 0 0 0

５．予備費 3,061,000 0 ▲ 3,061,000

合計 3,061,000 0 ▲ 3,061,000

収入合計 3,060,502 円
支出合計 0 円
差引残額 3,060,502 円

　平成27年6月3日提出

収入科目 内　　容

支出科目 内　　容



一般社団法人名取市観光物産協会
会長 小　島　哲　夫







Ⅲ　平成２６年度　桜里親事業特別会計

１　収入の部

（単位：円）

収入科目
予算額

①
決算額

②
比　較
②－①

１．負担金 0 0 0

２．補助金 0 0 0

３．助成金 3,940,000 0 ▲ 3,940,000

４．寄付金 3,000,000 1,603,000 ▲ 1,397,000

（１）販売灯篭 0 0 0

（２）桜里親 2,900,000 1,550,000 ▲ 1,350,000 1口（1本）50,000円

（３）桜里親1000円募金 50,000 13,000 ▲ 37,000 1口1,000円

（４）復興桜寄付金 50,000 40,000 ▲ 10,000

（５）その他寄付金 0 0 科目設定 科目設定

５．協賛金 0 0 0

６．繰越金 3,497,446 3,497,446 0 前年度繰越金

７．雑収入 1,062,554 482,370 ▲ 580,184

合    計 11,500,000 5,582,816 ▲ 5,917,184

■桜基金

年度 区分 金額

平成24年度
現金

（預金）
10,000,000円

平成25年度
現金

（預金）
6,000,000円

内　　容

三井物産環境基金助成金

備考

定期預金（七十七銀行）

定期預金（仙台銀行）

Tシャツ、ポロシャツ販売
預金利子　2,726円



２　支出の部

（単位：円）

支出科目
予算額

①
決算額

②
比　較
②－①

説　　明

１．復興部会費 11,300,000 1,875,896 ▲ 9,424,104

（１）会議費 30,000 432 ▲ 29,568 会場使用料等

（２）事務費 1,060,000 351,154 ▲ 708,846 事務人件費、印刷資料、里親通信費等

（３）広告宣伝費 700,000 44,604 ▲ 655,396 チラシ印刷等

（４）設備費 0 0 0 備品購入等

（５）旅費 100,000 0 ▲ 100,000 交通費等

（６）復興桜整備費 3,100,000 962,250 ▲ 2,137,750 肥料、薬品、土壌改良等

（７）桜基金 5,000,000 0 ▲ 5,000,000 定期預金へ預け入れ

（８）グッズ製作費 1,310,000 517,456 ▲ 792,544 Tシャツ/ポロシャツ仕入代、その他

２．予備費 200,000 0 ▲ 200,000

（１）予備費 200,000 0 ▲ 200,000

合       計 11,500,000 1,875,896 ▲ 9,624,104

収入合計 5,582,816 円

支出合計 1,875,896 円

差引残額 3,706,920 円　　　　　　翌年度に繰り越し

平成27年6月3日提出

一般社団法人　名取市観光物産協会

　　　　会　長　　小　島　哲　夫



備品調書 

購入年度 品名 品番 数量 購入価格 備考 

平成 18 年度 
トランシーバー ICOMIC-4800 5 ¥228,000  

双眼鏡 
アクション 
70×50CF 

3 ¥80,000  

平成 20 年度 トランシーバー ICOMIC-4800 4 ¥163,600  

平成 21 年度 

デジタルカメラ NICON 
COOLPIX S640 1   

トランシーバー ICOMIC-4800 1 ¥55,550  

パワーギガホン PG-610-C 1 ¥40,215  

平成 24 年度 
復興桜 看板 ― 6 ¥112,350 ㈱佐々直 

工場跡地に

設置 
復興桜 

ビニールハウス 
― 1 ¥1,230,000 

<平成 26 年度 購入備品> 

品名 品番 単価(税込) 数量 購入金額(税込) 

デスクトップパソコン PC-MK34LLZ2UFJH ¥108,000 3 ¥324,000 

デスク SD-BSN127LC3F11N ¥50,652 2 ¥101,304 

デスク SD-BSN147LC3F11N ¥60,048 1 ¥60,048 

ミーティング用テーブル Z-CT-1575-NA ¥15,075 1 ¥15,075 

3 人用ロッカー LK-3F1 ¥37,044 1 ¥37,044 

保管庫 両開き S-370F1NN ¥39,528 2 ¥79,056 

保管庫 浅型コンビ S-316F1N ¥54,216 1 ¥54,216 

事務用回転イス CR-G180F6GET5-W ¥15,660 3 ¥46,980 

スタッキングチェア Z-WMC-BLCR-C ¥5,132 4 ¥20,528 

棚卸調書 

品名 仕入れ単価 数量 金額 備考 

カーナくん ピンバッジ ¥142 388 ¥55,096  

名取方言かるた ¥700 30 ¥21,000 平成 26 年 12 月 15 日 
「方言を語り残そう会」より

仕入れ 
方言むかしばなし 
名取ざっと昔(1) 

¥700 26 ¥18,200 

方言むかしばなし 
名取ざっと昔(2) 
冊子・CD セット 

¥910 20 ¥18,200 
平成 27 年 2 月 20 日 

「方言を語り残そう会」より 
仕入れ 

復興桜 T シャツ ¥756 450 ¥340,200  

復興桜ポロシャツ ￥969 166 ¥160,854  



 

 

定款第３７条第１項第３号～第５号に規定される決算書類 

 

 

 

① 貸借対照表及び同内訳書 

 

② 正味財産増減計算書及び同内訳書 

 

 













議案第 1 号 会費に関する規程について 

 

「一般社団法人名取市観光物産協会の会費等に関する規程」（案） 

(目 的) 
第１条 この規程は、一般社団法人名取市観光物産協会定款第７条及び一般社 
団法人名取市観光物産協会(以下「この法人」という。)の入会及び退会に関す 
る規程第５条の規定に基づき、この法人の入会金及び会費の金額及び納期並 
びに減免に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

 
(入会金) 

第２条 入会金は、当分の間これを徴収しない。 
 (会 費) 
第３条 会員は、その種別に応じて次の会費を納入するものとする。 
（１） 正会員   

① 法人・企業  年額４，０００円以上（１口１，０００円、４口以上） 
② 個  人   年額２，０００円以上（１口１，０００円、２口以上） 

（２） 賛助会員（法人・企業又は個人を問わず）     
年額１，０００円以上（１口１，０００円、１口以上） 

(会費の納期) 
第４条 会費は、請求の通知を受けてから３０日以内に（＝又は、この法人の毎事業年

度に係る定時総会終了後の翌月末日までに）納入しなければならない。 
(会費の減免) 

第６条 会員が地震、風水害その他激甚災害により被災したときは、理事会の承認を得

て当該年度の会費の全部を免除し、又は一部を減額することができる。 
 (既納会費) 

第７条 会員が規定によりその資格を喪失したときにおける既に納入された会費は、こ

れを返還しない。 
(領収書) 

第８条 納入が送金又は振込でなされた場合は、金融機関の記録をもって領収書に代え

ることとする。ただし、納入に際し会員から申出があった場合は、領収書を発行する。 
(改 廃) 

第９条 この規定の改廃は、社員総会の決議を経て行う。 
(補 則) 

第１０条 この規定の施行に関し必要な事項は、理事会の決議を経て会長が別に定める。 

 
附則 
この規程は、平成２７年 月 日から施行する。 

 
 



 

議案第２号 平成 27 年度事業計画（案）について 

 

１．基本方針 

 

平成 26 年度は、社員を採用し、独立化の第一歩を歩み始めました。 

 

平成 27 年度は、事務局の業務機能を強化するため職員の増員を行い、会員の皆様への支

援を強化して参ります。 

 

当協会は、名取市をはじめ他の地域・関係機関等と連携しながら地域住民とともに、 

名取市の観光と物産を牽引し、地域経済を活性化する活動を行っております。 

市内各地の観光スポットや旬のイベントなどを広く情報発信するほか、旅行会社やマスコ

ミ等へのセールス、広報宣伝活動等を率先して行い、名取市への誘客を働きかけ、市内の特

産品を活かした飲食物、土産品の販路を拡大し会員の事業拡大に貢献します。 

 

震災から４年が過ぎ、名取市は宮城県農業高等学校の活躍、ゆりあげ港朝市、市民の皆

さんの活動など全国への露出が増え誘客につながりました。 

一方、仙台空港民営化など当協会を取り巻く環境は激変しており、当協会は市内の活躍

を睨みながら環境変化をチャンスと捉え、観光物産戦略の立案と実行を行って参ります。 

以上を踏まえ、当協会は、会員、名取市並びに名取市商工会との連携を更に密にし、よ

り多くのお客様に訪れて頂き、地域経済の活性化を目指します。 

 

 

 

【協会の役割】 

会員と訪問客の皆様を「繋ぐ場つくり」を行い、名取市の観光と物産を牽引し、地域経

済を発展させる。 

 

 

【ビジョン】 

名取市の特徴を活かし、世の中の動きを先取りした戦略により、東北の観光拠点の一つ

になる。    

 

 

 

 

 



２．総括図 

 

 



２-１観光物産事業（案） 

   

平成 27 年度は引き続き、「目玉となる魅力」「魅力を売るための場」「魅力の発信」を基本 

３要素とし、前年度事業を継続しつつ、これらの実績を踏まえて、更なる仙台空港との連携

強化、インバウンド調査などを推進し、海外顧客の誘客のベースを作ります。 

また、平成 26 年度に実証実験を実施した AR 観光については、嵐基金他を活用し開発協力

を行います。 

宮城県農業高等学校並びに閖上震災を伝える会の語り部の皆さんと共に、被災地観光顧客

の誘客に繋げます。 

宮城県観光連盟、他地域観光団体との情報交換を密にして事業計画策定の調査を行います。 

 

主な事業（案） 

  ①継続事業 

   ・ご当地商品開発 

   ・第二回うまいもん名取 in 仙台空港(仮称) 10 月 3，4 日（予定） 

   ・ホームページによる観光コースの提案(継続事業) 

  ②震災等対応雇用支援事業 

   ・観光アプリ開発事業 

   ・インバウンド調査事業 

   ・仮設店舗等集客事業 

  ③名取市補助事業 

   ・公式ガイドブック製作事業 

  ④嵐基金助成事業(事業期間：平成２７年上期) 

   ・ＡＲ（拡張現実)技術による被災地観光事業 

  ⑤宮城県等の観光連盟・他地域観光団体他との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２-２．名取市直轄事業（案） 

 

名取市が継続的に実施してきました 3事業につきましては、今年も引き続き実施致します。 

第３０回なとり夏まつり事業につきましては、実行委員会事務局を市から引き継ぎます。 

市民のつばさにつきましては、今年が第 30 回という節目の年であり、訪問先での PR、先 

方団体との交流を強化し名取市への誘客に繋げます。 

姉妹・空路都市交流につきましても、名取市のＰＲと交流を強化し、物販事業者への支援 

に繋げます。 

 

主な事業（案） 

   ①第 30 回なとり夏まつり事業 

   ②第 30 回市民のつばさ事業 

   ③姉妹・空路都市交流事業 

 

 

２-３．復興桜事業(案) 

 

 本年度より、復興事業を復興桜事業と改め、復興桜関連事業に特化して事業推進します。 

平成２５年度末、宮城県では、貞山運河(阿武隈川～北上川)で桜を植樹し、４８ｋｍに及ぶ

桜の名所作りを行うことが発表されました。 

当協会では、震災翌年より復興桜事業に取り組んでおりますが、県の桜植樹事業と連携を

して、復興桜事業を進めて参ります。 

名取市の沿岸部では遅れていた復興事業も始まりましたので、いよいよ本格的に、桜植樹

に向けて、準備を進めて参ります。 

尚、今後の事業継続には協会会員の皆様や市民の皆様のご協力とご理解が必要です。広報

活動にも務めながら、持続可能な活動とすべく、環境作りをしていきます。 

 

主な事業（案） 

①復興桜里親募集事業：チラシ、インターネットなどによる宣伝を行います。 

②復興桜苗木育成事業：市内各小学校、農家で育成中の苗木をフォローします。 

③復興桜苗木生産事業：平成27年度9月に芽接ぎソメイヨシノの苗木を増やします。 

              宮城県農業高等学校跡地からのカンザン（八重桜）の苗木も

増やします。 

苗木完成は平成２８年度後半（平成２９年３月植樹可能） 

④桜里親アフターケアー：桜里親通信発行します。 

⑤その他      ：ホームページ、SNS の情報発信等を行います。 

 

 



 

２-４．収益事業強化（案） 

 

 当協会は、名取市からの補助金及び復興庁から委託料を含め収入の９３％と殆どを 

行政に依存しております。(自主財源率７％) 

昨年度は、嵐基金と西松建設様からの助成金を頂き自主財源が増加しました。 

(自主財源率２３％) 

 

 協会が真の独立を図るためには、自主財源を増やし、行政依存率を減らす必要があります。 

当協会と致しましては、自主財源を強化するために下記の事業を実施します。 

 

主な事業（案） 

  ①新規会員獲得 

  ②新たな助成金・補助金への魅力ある提案・獲得 

  ③ふるさと寄附事業(特産品仕入収入、観光政策提案による寄附金獲得) 

 

 

☆ふるさと寄附事業（直轄事業） 

平成 26 年度に検討を重ねてきました名取市ふるさと寄附金特産物取扱事業につきまして

は、名取市並びに市内事業者の皆様と連携して、魅力のある商品開発とタイムリーな情報発

信を行い、寄附額の増加に繋げると共に事業者の支援に繋げます。 

平成 27 年度ふるさと寄附は、地方創生の更なる推進を目指して、制度改正されました。 

 

ふるさとへの寄附には、三つの大きな意義があります。 

・第一 納税者が寄附先を選択する制度であり、使われ方を考えるきっかけになる 

・第二 生まれ故郷、お世話になった地域、これから応援したい地域へ力になれる制度 

・第三 自治体が国民に取り組みをアピールすることで自治体間の競争が進み、選んでもら 

う事に相等しい地域のあり方を改めて考えるきっかけに繋がる 

 

名取市に多くの寄附を頂けるよう市並びに事業者の方々と連携を密にして、事業者支援に重

きをおいて特産品付ふるさと寄附事業を実施します。 

 

・特産品付ふるさと寄附：平成２７年６月受付開始(予定) 

 ・目標件数（平成 27 年度）：2,000 件  



議案第３号　平成２７年度収入支出予算（案）並びに特別会計収入支出予算（案）について

Ⅰ　一般会計（案）

１　収入の部

①
ふるさと

納税委託料
震災雇用
委託料①

震災雇用
委託料②

補助金 自主財源 ② ①-②

１．会費 921,000 921,000 764,000 157,000

正会員（企業・団体）

　＠4,000円×160団体＝ 640,000

正会員（個人）

　＠2,000円×120名＝ 240,000

賛助会員

　＠1,000円×１団体＝ 1,000

　＠４,000円×10団体＝ 40,000

２．事業収入 300,000 300,000 200,000 100,000

200,000
名刺台紙、カーナくんピンバッジ、
名取むかしばなし売上等

200,000

100,000 インターネット(バナー広告) 100,000

３．補助金 12,900,000 10,900,000 2,000,000 10,900,000 2,000,000

　　（１）既存分 10,900,000 名取市補助金

　　（２）嵐基金 2,000,000 AR観光事業

４．委託料 32,766,000 20,400,000 3,510,000 8,856,000 8,142,000 24,624,000

　　（１）新規① 3,510,000 震災等対応雇用支援事業① 3,510,000

　　（２）新規② 8,856,000 震災等対応雇用支援事業② 8,856,000

　　（３）ふるさと寄附事業 20,400,000 寄附件数２千件想定 20,400,000

５．寄付金 50,000 50,000 50,000 0 なとりベンダー

６．繰越金 11,812,046 11,812,046 6,304,170 5,507,876 3/31時点

７．雑収入 954 954 830 124

合         計 58,750,000 20,400,000 3,510,000 8,856,000 10,900,000 15,084,000 26,361,000 32,389,000

収入科目 内　　容
前年度予算額 比較

本年度予算額

財源内訳



２　支出の部

①
ふるさと

納税委託料
震災雇用
委託料①

震災雇用
委託料②

補助金 自主財源 ② ①-②

１．理事費用弁償費 190,000 0 0 0 0 190,000 0 190,000

（１）理事費用弁償 190,000 2,000円×理事(１９名)×5回 190,000

２．会議費 320,000 0 0 0 0 320,000 320,000 0

（１）総会費 120,000 総会時会場借上料、郵送料等 120,000

（２）役員会費 200,000 理事会・部会時会場借上料、郵送料等 200,000

３．事業費 32,880,000 18,200,000 0 1,890,000 4,240,000 8,550,000 8,568,000 24,312,000

（１）直轄事業 20,050,000 300,000 市民のつばさ 300,000

500,000 姉妹都市交流 500,000

18,200,000 ふるさと寄付事業関係費 18,200,000

300,000 400,000 イベント出店・協賛費 700,000

200,000 150,000 調査研究・研修費 350,000

（２）観光事業 9,190,000 300,000 ホームページ運用管理委託料 300,000

1,000,000 500,000 広報宣伝、パンフレット増刷、グッズ制作等 1,500,000

1,620,000 【受託事業】観光アプリ開発費 1,620,000

270,000 【受託事業】インバウンド調査費 270,000

1,000,000 【補助事業】公式ガイドブック制作 1,000,000

4,000,000 AR観光事業費 4,000,000

500,000 宮城県等との連携事業 500,000

（３）物産事業 2,700,000 1,500,000 ご当地商品開発事業費 1,500,000

1,200,000 仙台空港イベント事業費 1,200,000

（４）既存事業負担金・助成金 940,000 140,000 なとり春まつり負担金 140,000

500,000 なとり夏まつり負担金 500,000

150,000 ふるさと名取秋まつり負担金 150,000

50,000 クールボジャメロンワイン協議会負担金 50,000

50,000 藤原実方墓前献詠会負担金 50,000

50,000 方言を語り残そう会助成金 50,000

４．事務費 19,594,000 2,200,000 3,510,000 6,966,000 6,394,000 524,000 13,900,000 5,694,000

（１）人件費 15,810,000 2,020,000 3,150,000 6,054,000 3,000,000 職員人件費 14,224,000 0

180,000 360,000 696,000 350,000 社会保険料負担金 1,586,000

（２）事務所費 1,224,000 828,000 396,000 事務所賃料、光熱水費、通信料,ガソリン等 1,224,000

（３）事務費 1,300,000 216,000 956,000 128,000 消耗品、リース料（コピー機、自動車）、77手数料等 1,300,000

（４）備品費 500,000 500,000 パソコン・収納棚購入費 500,000

（５）委託料 760,000 200,000 会計処理・税理処理委託料 200,000

260,000 労働・社会保険事務委託料 260,000

100,000 行政書士事務委託料 100,000

200,000 登記申請委託料 200,000

5．負担金 66,000 0 0 0 66,000 0 50,000 16,000

（１）負担金 66,000 66,000 宮城県観光連盟負担金等

６．積立金 5,000,000 0 0 0 0 5,000,000 2,500,000 2,500,000

（１）積立金 5,000,000 0 5,000,000 積立金

７．公課費 200,000 0 0 0 200,000 0 150,000 50,000

（１）法人税等 200,000 200,000

8．予備費 500,000 0 0 0 0 500,000 873,000 ▲ 373,000

（１）予備費 500,000 500,000

合計 58,750,000 20,400,000 3,510,000 8,856,000 10,900,000 15,084,000 26,361,000 32,389,000

＊本年度会計中に予算の補正を必要とする場合には、会長に一任する。

平成２７年６月３日提出

一般社団法人名取市観光物産協会

会長 小　島　哲　夫

支出科目

本年度予算額

内　　容
前年度予算額

財源内訳
比較



Ⅱ　海水浴場特別会計(案）

１　収入の部
（単位：円）

本年度予算額 前年度予算額 比較
① ② ①－②

１．助成金 0 0 0

２．売店設置負担金 0 0 0

３．事業収益金 0 0 0

４．繰越金 3,060,502 3,060,014 488
前年度繰越金

５．雑収入 488 986 ▲ 498
預金利子等

６．繰入金 0 0 0

合計 3,060,990 3,061,000 ▲ 10

２　支出の部
（単位：円）

本年度予算額 前年度予算額 比較
① ② ①－②

１．海水浴場管理費 0 0 0
（１）需用費 0 0 0
（２）広告宣伝費 0 0 0
（３）海底調査費 0 0 0
（４）救難・監視用具費 0 0 0
（５）監視業務費 0 0 0
（６）環境整備費 0 0 0

２．駐車場管理費 0 0 0

３．繰出金 0 0 0

４．積立金 0 0 0

５．予備費 3,060,990 3,061,000 ▲ 10

合計 3,060,990 3,061,000 ▲ 10

　収入支出差引残額無し

　＊本年度会計中に予算の補正を必要とする場合には、会長に一任する。

　平成27年6月3日提出

収入科目 内　　容

支出科目 内　　容



一般社団法人名取市観光物産協会
会長 小　島　哲　夫







Ⅲ　桜里親事業特別会計会計（案）

１　収入の部

（単位：円）

本年度予算額 前年度予算額 比較

① ② ①－②

１．負担金 0 0 0

２．補助金 0 0 0

３．助成金 3,940,000 3,940,000 0

４．寄付金 2,000,000 3,000,000 ▲ 1,000,000

（1）桜里親 1,900,000 2,900,000 ▲ 1,000,000
（2）桜里親1000円募金 50,000 50,000 0

（3）復興桜寄付金 50,000 50,000 0

５．協賛金 500,000 0 500,000

0

６．繰越金 3,706,920 3,497,446 209,474

７．雑収入 500,000 1,062,554 ▲ 562,554

合   計 10,646,920 11,500,000 ▲ 853,080

■桜基金

年度 区分 金額

平成２４年度
現金

（預金）
10,000,000円

平成２５年度
現金

（預金）
6,000,000円

平成２７年度
現金

（預金）
3,700,000円

収入科目 内　　容

三井物産環境基金助成金

1口（1本）50,000円

1口1,000円

定期預金
（仙台銀行）

Ｔシャツ販売・預金利子

備　　　考

定期預金
（七十七銀行）

定期預金
（仙台銀行）



２　支出の部

（単位：円）

本年度予算額 前年度予算額 比較

① ② ①－②

１．復興部会費 10,350,000 11,300,000 ▲ 950,000

（1）会議費 10,000 30,000 ▲ 20,000

（2）事務費 1,200,000 1,060,000 140,000

（3）広告宣伝費 300,000 700,000 ▲ 400,000

（4）設備費 1,100,000 0 1,100,000

（5）交通費 100,000 100,000 0

（6）復興桜整備費 3,440,000 3,100,000 340,000

（7）桜基金 3,700,000 5,000,000 ▲ 1,300,000

(8)ｸﾞｯｽﾞ製作費 500,000 1,310,000 ▲ 810,000

２．予備費 296,920 200,000 96,920

（1）予備費 296,920 200,000 96,920

合   計 10,646,920 11,500,000 ▲ 853,080

収入支出差引残額無し

※　会計年度中に予算の補正を必要とする場合には、会長に一任する。

平成２７年６月３日提出

一般社団法人　名取市観光物産協会

　　　　会　長　　小　島　哲　夫

支出科目 内　　容

会場使用料等

事務人件費、資料印刷等

ちらし印刷等

備品購入

肥料、薬品代等

定期預金へ預け入れ

Tシャツ仕入れ等



 

議案第 4 号        役員の改選について 

定款第 20 条に規定される役員の任期が、同第 24 条により任期満了となるため、同第 21 条第 1 項

に基づき、本総会において理事及び監事を選任する。（役員の任期は、選任後 2 年以内に終了する事業

年度のうち最終のものに関する定時社員総会の終結の時までとする。） 

 

役員 № 氏   名 所 属 等 

理 

事
Ⓝ
３
名
以
上
２
０
名
以
内
Ⓞ 

1   

2   

3   

4   

5   

6   

7   

8   

9   

10   

11   

12   

13   

14   

15   

16   

17   

18   

19   

20   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

監 事 

（3 名 

以内） 

1   

2   

3   

 

定款第 21 条第 2 項に基づき、会長・副会長は理事会の決議によって、理事の中から選任します。 

 

会 長 （１名）   

副会長 （２名） 
  

  



平成 27 年 名取市観光物産協会役員改選（案） 

 

  役職 氏名 所 属 等 備考  団 体 今回 

1 理事 小島 哲夫 名取市商工会 継続  商工会 ３名 

2 理事 佐々木 圭亮 ㈱ささ圭 継続  企業連 ３名 

3 理事 永冨 淳次 宮城中央ヤクルト販売㈱ 継続  漁協 1 名 

4 理事 佐々木 洋 ㈲佐々木酒造店 継続  農協 1 名 

5 理事 二渡 整 サッポロビール㈱仙台工場 継続  港朝市 1 名 

6 理事 横山 仁 ㈱仙台ニコン 継続  増田 1 名 

7 理事 相澤 武美 宮城県漁業協同組合閖上支所 継続  増田西 1 名 

8 理事 佐藤 富志雄 名取岩沼農業協同組合 継続  名取が丘 1 名 

9 理事 櫻井 広行 ゆりあげ港朝市協同組合 継続  閖上 1 名 

10 理事 洞口 祐一 ㈲丸善洞口商店 継続  愛島 1 名 

11 理事 小松 信悦 ㈲小松石材 新規  高舘 1 名 

12 理事 藤原 仁昭 藤原商店 継続  下増田 1 名 

13 理事 佐々木 直哉 ㈱佐々直 継続  館腰 1 名 

14 理事 渡辺 照雄 ㈲渡辺ホームガーデン 新規  一般 2 名 

15 理事 柳沢 剛 ㈱仙台放送 継続  合計 19 名 

16 理事 石森 純一 仙台空港ビル㈱ 新規    

17 理事 齋 重昭 ファッションビーイング 新規    

18 理事 相澤 きよの 大和電気㈱ 継続    

19 理事 佐宗 美智代 ㈱アットシステム 継続    

1 監事 洞口 信弘 ㈱ホラグチ 新規    

2 監事 相澤 美恵 NPO 法人エフエムなとり 新規    

3 監事 熊谷 克彦 名取市生活経済部長 新規    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名取市マスコットキャラクター 

カーナくん 
 


